
○
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
三
号

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
十
五
条
第
三
項
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
三
条
第
一
項
並
び
に
第
三
十
条

の
四
第
二
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
二
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

医
療
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

第
一
条

医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
四
条
第
十
一
号
中
「
第
四
号
に
」
を
「
第
五
号
に
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
の
二
十
八
中
「
及
び
糖
尿
病
」
を
「
、
糖
尿
病
及
び
精
神
疾
患
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
十
一
条
中
「
精
神
病
床
（
」
の
下
に
「
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十

三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
」
を
、
「
行
お
う
と
し
て

、
」
の
下
に
「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
」
を
、
「
そ
の
旨
を
」
の
下
に
「
開
設
地
の
」
を
加
え
、
「
（

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
（
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。



附
則
第
五
十
二
条
第
一
項
中
「
行
お
う
と
し
て
、
」
の
下
に
「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
」
を
、
「
そ

の
旨
を
」
の
下
に
「
開
設
地
の
」
を
加
え
、
「
（
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
（
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
あ
る
の
は
」
を
「
あ
る
の
は
、
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
置
く
べ
き
」
を
「
適
用
さ
れ
る

都
道
府
県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
従
う
べ
き
」
に
、
「
標
準
」
を
「
基
準
」
に
、
「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日

」
を
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、
「
第
十
九
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
十
九
条
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同

条
第
六
項
中
「
置
く
べ
き
」
を
「
適
用
さ
れ
る
都
道
府
県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
従
う
べ
き
」
に
、
「
標
準
」
を
「

基
準
」
に
、
「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、
「
第
十
九
条
第
一
項
第
五
号
」

を
「
第
十
九
条
第
二
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

第
五
十
三
条

療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
で
あ
つ
て
、
医
療
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
四
年
厚

生
労
働
省
令
第
三
十
三
号
。
次
条
及
び
第
五
十
五
条
に
お
い
て
「
平
成
二
十
四
年
改
正
省
令
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
際

現
に
、
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
第
四
十
八
条
第
一

項
第
三
号
の
指
定
を
受
け
て
い
る
同
法
第
八
条
第
二
十
六
項
に
規
定
す
る
介
護
療
養
型
医
療
施
設
（
前
条
第
一
項
及
び
第

三
項
に
規
定
す
る
病
院
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
、
次
条
及
び
附
則
第
五
十
五
条
に
お
い
て
「
特
定
介
護
療
養



型
医
療
施
設
」
と
い
う
。
）
又
は
看
護
師
及
び
准
看
護
師
並
び
に
看
護
補
助
者
の
員
数
（
以
下
「
看
護
師
等
の
員
数
」
と

い
う
。
）
が
第
十
九
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
数
に
満
た
な
い
病
院
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
病

院
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
も
の
の
開
設
者
が
、
平
成
二
十
四
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
、
特
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設

で
あ
る
こ
と
又
は
特
定
病
院
で
あ
る
こ
と
を
開
設
地
の
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
た
場
合
に
は
、
当
該
病
院
に
適
用
さ
れ

る
都
道
府
県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
従
う
べ
き
看
護
師
等
の
員
数
の
基
準
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
十
九
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一

看
護
師
及
び
准
看
護
師

療
養
病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者
の
数
を
六
を
も
つ
て
除
し
た
数
と
、
精
神
病
床
及
び

結
核
病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者
の
数
を
四
を
も
つ
て
除
し
た
数
と
、
感
染
症
病
床
及
び
一
般
病
床
に
係
る
病
室
の

入
院
患
者
（
入
院
し
て
い
る
新
生
児
を
含
む
。
）
の
数
を
三
を
も
つ
て
除
し
た
数
と
を
加
え
た
数
（
そ
の
数
が
一
に
満

た
な
い
と
き
は
一
と
し
、
そ
の
数
に
一
に
満
た
な
い
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
端
数
は
一
と
し
て
計
算
す
る
。
）

に
、
外
来
患
者
の
数
が
三
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
を
加
え
た
数
。
た
だ
し
、
産
婦
人
科
又
は
産
科
に
お
い

て
は
そ
の
う
ち
の
適
当
数
を
助
産
師
と
す
る
も
の
と
し
、
ま
た
、
歯
科
、
矯
正
歯
科
、
小
児
歯
科
又
は
歯
科
口
腔
外
科

く

う



に
お
い
て
は
そ
の
う
ち
の
適
当
数
を
歯
科
衛
生
士
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

看
護
補
助
者

療
養
病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者
の
数
が
六
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一

第
五
十
四
条

療
養
病
床
を
有
す
る
診
療
所
で
あ
つ
て
、
平
成
二
十
四
年
改
正
省
令
の
施
行
の
際
現
に
、
特
定
介
護
療
養
型

医
療
施
設
又
は
看
護
師
等
の
員
数
が
第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
数
に
満
た
な
い
診
療
所
（

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
診
療
所
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
も
の
の
開
設
者
が
、
平
成
二
十
四
年
六
月
三
十
日
ま
で
の

間
に
、
特
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
で
あ
る
こ
と
又
は
特
定
診
療
所
で
あ
る
こ
と
を
開
設
地
の
都
道
府
県
知
事
（
そ
の
開

設
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又

は
特
別
区
の
区
長
と
す
る
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
届
け
出
た
場
合
に
は
、
当
該
診
療
所
に
適
用
さ
れ
る
都
道
府
県

が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
従
う
べ
き
看
護
師
等
の
員
数
の
基
準
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

一

看
護
師
及
び
准
看
護
師

療
養
病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者
の
数
が
六
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一

二

看
護
補
助
者

療
養
病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者
の
数
が
六
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一



第
五
十
五
条

療
養
病
床
を
有
す
る
診
療
所
で
あ
つ
て
、
平
成
二
十
四
年
改
正
省
令
の
施
行
の
際
現
に
、
特
定
介
護
療
養
型

医
療
施
設
又
は
看
護
師
等
の
員
数
が
平
成
十
三
年
改
正
省
令
附
則
第
二
十
三
条
第
二
号
に
掲
げ
る
数
に
満
た
な
い
診
療
所

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
診
療
所
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
も
の
の
開
設
者
が
、
平
成
二
十
四
年
六
月
三
十
日
ま
で

の
間
に
、
特
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
で
あ
る
こ
と
又
は
特
定
診
療
所
で
あ
る
こ
と
を
開
設
地
の
都
道
府
県
知
事
に
届
け

出
た
場
合
に
は
、
当
該
診
療
所
に
適
用
さ
れ
る
都
道
府
県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
従
う
べ
き
看
護
師
等
の
員
数
の

基
準
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
療

養
病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者
の
数
が
三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
（
そ
の
う
ち
の
一
に
つ
い
て
は
、
看
護
師

又
は
准
看
護
師
）
と
す
る
。

第
二
条

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一

部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
療
養
病
床
に
係
る
病
院
」
を
「
療
養
病
床
に
係
る
病
室
」
に
改
め
る
。

附
則
第
六
条
中
「
準
看
護
師
」
を
「
准
看
護
師
」
に
改
め
る
。



附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


